
日本国際飢餓対策機構（Japan International Food for the Hungry：略して JIFH）は、イエス・キリストの精神に基づいて活
動する非営利の民間海外協力団体 (NGO)です。1981年に誕生して以来、世界の貧困・飢餓問題の解決のために、自立開発協力、
教育支援、緊急援助、人財育成、海外スタッフ派遣、飢餓啓発などに活動を広げてきました。現在は、国際飢餓対策機構連合（Food 
for the Hungry International Federation）の一員として、20ヶ国 60の協力団体とともに、アジア、アフリカ、中南米の
開発途上国で、現地パートナーと協力しあって、「こころとからだの飢餓」に応える働きをしています。

飢餓対策ニュース　第 289 号　発行日2014 年 7月20日（毎月20日発行）定価15円　

　国家70年周期説というものがあるそうです。70年経つと
国のあり方、価値観が変わるというのです。来年2015年は
日本が終戦を迎えてちょうど70年です。現政権は国民投票
もしない、憲法も変えないで、現憲法の解釈の変更で集団
的自衛権が行使できることを閣議決定だけで決めてしまい
ました。70年でこの国の価値観は変わってしまいました。戦
争を経験した人が一線から退き、戦争を知らない人々が国
の中枢に座り、数の力で無理矢理に、拙速に他国の戦争に介
入することを決定したのです。
　池田雄さんという東大の名誉教授が朝日新聞の声の欄に
「人殺しを命じられる身を考えて」と題する投書をされまし
た。「海外で武器使用が認められれば、敵とみなした人を殺
す兵士を育てなければならない。アメリカではベトナムやイ
ラク戦争で人を殺したゆえに心の問題を抱えた兵士も少な
くない。命令されれば人を殺さなくてはならない立場の人の
ことを考えてほしい」と訴え、波紋を広げました。
　日本国際飢餓対策機構は支援を始めてから30数年、世界
の様々な災害が起こった地域で活動してきました。一番悲
惨なのは紛争のあった地域での活動です。人の生命は重い
ものです。ですから自然災害であろうと人的災害であろうと
生命が失われることは大きな悲しみを伴います。しかし、人

が人の生命を殺めることは憎しみの連鎖を引き起こしてし
まいます。その憎悪はまた新たな悲劇を生み出します。自爆
テロの理由は、思想や宗教観の違いではなく、自分の家族
や恋人が殺されたので報復するというものがとても多いの
です。報復は新たな報復を生み出します。そこには平和の糸
口はありません。そして、人と人との関係を失わせ、国自体
も疲弊していき、新たな飢餓を生み出します。
　世界各国の挨拶の言葉には「あなたに平安がありますよう
に」というものがたくさんあります。「シャローム」「アッサ
ラーム」「ピンアン（平安）」「アンニョン（安寧）ハセヨ」「ス
ラマット」など相手のことを思いやって平安、平和がありま
すようにと言葉が交わされます。
　しかし、国家はこの「平和」という言葉を巧みに使いま
す。ヒットラーも国内の反対勢力を封じ込めるときに「平
和」をもたらすためと言う詭弁を使いました。今使われてい
る「積極的平和主義」という言葉は非常に危険な言葉です。
平和は奪い取るものではありません。平和は本当の平和を
作りたいと願う人の手によって実現していくものです。私た
ちのこの国が他国に侵略し、平和を脅かすことがないように
と心から願うのです。「無垢であろうと努め、まっすぐに見
ようとせよ。平和な人には未来がある」（詩篇37：37）

1分間に17人（内12人が子ども）
1日に2万5,000人
1年間では約1,000万人が
飢えのために生命を失っています。

奪い取る平和は平和ではない 日本国際飢餓対策機構　常務理事　清家弘久
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今すぐ
募金が
できます！

　「台風（昨年 11月）で被災された方々に、
心の救援物資を届けたい」森祐理親善大
使の強い願いで、フィリピン被災地コン
サートが実現しました。最終日の７月17日、
バセイ第二小学校でのコンサートに 650
名の子どもが集まりました。女生徒の賛美
独唱からはじまり、祐理さんの歌にあわせ
て大盛り上がりでした。途中でスコールが
あり、一時中断しましたが、なんとか最後
まで歌うことができました。特に最後の曲
Yestetday's dream は子どもたちとの大
合唱となり、森さんにも私たちにも感動の
一時でした。（報告：吉田知基）

●まず右の必要事項
に記入して、点線の
枠部分を切り取りハ
ガキに貼って、下記
の大阪事務所宛に郵
送、又はこの頁をコ
ピーして、ファクシ
ミリで申し込みくだ
さい。確認のための
必要書類等を送らせ
ていただきます。
お電話でも申し込み
できます。各事務所
までおかけ下さい。

今すぐ
各種支援の
お申し込み
ができます!!

□  ハンガーゼロ・サポーターとして協力します。
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□ チャイルド・サポーター（世界里親会）になり
 たいので説明書（申込書）を送ってください。
□  海外スタッフ・サポーターとして協力します。 
 毎月（　　）口 （１口 1,000 円）
□  JIFHサポーターとし て協力します。
　  毎月（　　）口 （１口 500 円）
□  ウガンダ学校建設に（　　）口協力します。
□  今回に限り（　　　　　　）円協力します。
□  郵便自動引落し申込書を送って下さい。
□  その他の銀行自動引落し申込書を送って下さい。

FAX・072-920-2155

現在…
3640口

ハンガーゼロ
サポーターを
大募集中!!

氏
フ リ ガ ナ

名：　　　　　　　　　　　　　　　男・女

住
フ リ ガ ナ

所：
〒

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　（電話）

▼申込日：　  　年 　月  日▼ NL 288 号

▪ ９月１日防災の日を前に要点検
　協力企業キングダムビジネスから　　

　もしもの時の非常食を備えていますか？
量は十分ですか？　賞味期限は大丈夫？

「やわらかでおいしい」と評判の備蓄食、パン・
アキモトのパンの缶詰をぜひお勧めします。
　今回もお得な価格でのご案内です。
賞味期限３年、1 缶100 ｇ税込430 円を
１セットで　税込1,260円
２セットで　税込 2,400円

（内容）オレンジ味・レーズン
味・ストロベリー味 各 100g､ 
１缶ずつ  合計３缶
送料：２セットまで600 円（北
海道・沖縄は1,500 円）でお届
け。
2 セット以上の送料は、商品代金＋800 円～

（お問い合わせください）
★収益の一部はJIFH の支援に用いられます。
【お求め、問合せ先】
㈱キングダムビジネス
TEL：06-6755-4877　FAX：06-6755-4888
電話受付：平日９時～16 時
Web：キングダムビジネスで検索。

▪ 9月にNGO向け特別セミナー開催
　JIFH 全国賛助会の主催による「本格的な経
営セミナー」が 9 月 19 日㈮と 20 日㈯に大阪
八尾市のグレース大聖堂で開催されます。講
師は、韓国 KAIST 経営大学教授のキム・ヨン
ゴル教授と VOCF 代表のランディー・ホーグ
博士。セミナーはモバイル革命時代の NGO の
IT 活用術（キム氏）など専門的な学びの機会
です。問合せは、当機構大阪事務所まで。

新住所

JCBカードも使えるようになりました！

「かざして募金」はスマートフォンからご利用できます。募金は、ソフトバンクモバイル（株）経由となります。詳しくはウエブサイトをご覧ください。

ハンガーゼロ
で検索！

ケニア・シープケアセンターの里子たち

ウガンダ・カサーレ小学校
教室建設プロジェクト募金
1口 5,000円／目標1,000口

森親善大使がフィリピン台風被災者に心の救援物資
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　サヘル地域では干ばつ、食料不
足、政情不安によって人々の生活
は依然として危機的な状況にあり
ます。当機構は現地パートナー団
体のバルナバス・ファンドと協力
して、ニジェールでの食料支援を
引き続き行っています。ニジェー
ルの人々は2005年、2010年、
2012年の雨不足そして突然の大
雨による洪水によって食料不足に
苦しみ続けています。飢餓に苦し
む人々の半分以上が子どもで、特
に農村での飢餓が深刻です。
　今回支援できたのは、孤立して
いる地域の174家族と町の貧困家
庭および難民として暮らしている
207家族です。ドウンバ村のスマ
ナさんは「神様に感謝します。こ
れは天からの贈り物です。支援し
てくださった皆様に神様の祝福が

豊かにありますように。また食料
配布地に私たちの村を選んで持っ
てきてくださった方々に感謝しま
す。」と話していました。

いまある宝を用いて

　一方、当機構と現地パートナー
団体のバルナバス・ファンドの協
力で、人々の自立のためのトレー
ニング、「共同体のビジョン」が
2013年9月に行われました。参
加したリーダーは「このセミナー
で、私たちは宝の箱の上に座って
いる乞食のような姿だったと気が
つきました。これからは外からの
援助だけに頼るのではなく、私た
ちに与えられている宝を用いたい
と思います。」と語り、それぞれ
の地域の自立のための案を出しま
した。その結果、まずアフォレと

マイロの２つの地域で
家畜の飼育プロジェク
トを始めることになり
ました。家畜を育て、
それを売ることで利益
を得ようとするもので
す。具体的には、人々
の食料支援と並行して
アフォレで雌牛1６頭、
雄12頭、ヤギ・羊12

頭、マイロでは雌牛28頭、雄牛
４頭、カート20台と種を支給し
ました。

言葉に表せない喜び

　アフォレの住民の１人は「こ
の12年間、十分に食べ物が手に
入ったことがありません。私たち
が家畜を育てることができるなん
て思いもしなかったことです。ど
んなに嬉しいか言葉に言い表せな
いほどです」と、またマイロでは
「ありがとう！私たちの顔をみれ
ばどんなに喜んでいるかわかるで
しょ！私たちはもう以前と同じで
はないんです」など喜びの声が聞
かれました。
　しかし、このように支援できた
家族の数は、ほんのわずかです。
重度の栄養不良で治療が必要に
なる子どもの数は１年で40万人
に上るといわれています。マラ
ディ、ジンダー、タホアでは人々
は食料がなく、木の葉を食べ始め
ている状況です。
　ハンガーゼロ・アフリカの願い
が一歩でも前進するために、ハン
ガーゼロ・サポーターとなってご
協力をよろしくお願いいたしま
す。

　

●アフリカの飢餓問題を解決するための「ハンガーゼロ・サポーター」を募集しています。毎月1,000 円（１口）
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深刻な食料危機が続くサヘル地域
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シリーズ❶❷❸をお読みになりたい方は、当機構ウエブサイトの飢餓対策ニュース 282・285・286 号をご覧ください

　人と人が銃を向け合う光景、お
びえた表情の子どもたちと疲れ
果てた母親の姿、食料配給に長蛇
の列を成す人々…今も世界のあち
こちで戦争や紛争が起こっていま
す。アフリカではシリア、ソマリア、
コンゴ、中央アフリカ、スーダンな
どで多くの人が傷つき、いつ終わる
とも知れない避難生活の中で飢餓
に苦しんでいます。
　戦争や紛争は、人々に住み慣れ
た家や長年家族の食料を提供して
きた畑を手放させ、避難を余儀な
くさせます。また敵対する兵士に
家族が殺されたり、家を焼かれた
り、子どもが捕らわれて兵士にされ
る場合もあります。
　戦闘地域から国内や国外に逃
れ、難民キャンプなどにたどり着い
たとしても、食べ物が十分あるわけ
ではありません。避難民が多いこ
と、また国連などの支援物資が輸
送途中で奪われたり、道路が破壊
されて届けられなかったりするこ

ともあります。
　ようやく争いが終わって故郷に
戻れても、荒れ果てた農地が再び
食料を生産するには、月日がかか
るので、その間も飢餓に苦しむこと
になり、空腹が新たな争いを引き
起こす原因となります。また、戦争
をしている国では予算の多くが優
先的に軍事費として使われ、病気
の治療や学校教育など国民のため
の公共サービスが後回しにされて
しまいます。こうして大人だけでは
なく子どもたちからも希望を奪い
去っていきます。

レアメタル戦争?!

　このように人々を苦しめる紛争
の原因の一つに、私たちが日常使
う携帯電話やパソコン、ゲーム機、
ハイブリッド車などに使われてい
るレアメタル（希少金属）がありま
す。電子機器の世界的な需要の高
まりに伴ってレアメタルをめぐって
国や軍、武装勢力などによって争

いが起こり、レアメタルの採掘が武
装勢力の活動資金にもなっていま
す。
　私たちの便利で快適な生活が、
アフリカでの紛争の原因にもなっ
ているのです。

平和構築へのチャレンジ

　JIFHが飢餓をなくすために支援
をしている活動の一つに、平和構
築や癒しのセミナーがあります。ル
ワンダのNGO、REACHの「和解
と共生のプロジェクト」、またピー
ス国際学校で行われている、さま
ざまな環境（5頁：河合朝子レポート参

照）で育った子どもたちを受け入れ
ての教育支援などがそれです。国、
民族、人と人の間に平和を構築す
るということは、自分自身の心の
中にある壁をなくしていくことで
もあります。争いも飢餓もない平
和な世界と子どもの夢の実現は、
日本の私たちが一歩踏み出すこと
を通して、可能になっていきます。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

なぜ？
飢餓になるの

シリーズ④

「争いが引き起こす飢餓」

ハンガーゼロ・アフリカ
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復興20年目の現状

　4 月 7 日、ルワンダは大虐殺の悲
劇から 20 周年を迎えました。この
20 年間の復興を“奇跡”と多くの
メディアは称賛し注目しています。
これまで政府が達成した業績のう
ち、教育分野では、貧富の差に関係
なく初等教育へのアクセスができる
ようになり、2011 年には全人口の
20％にあたる子どもが小学校に入
学しました。さらに、2009 年に政
府が中等教育の無料化を導入したこ
とに伴い、中高等学校への入学者数
は 2012 年までにほぼ 2 倍になり
ました [ 注 1]。
　一方で、初等教育の全課程を終了
せずに学校を離れていく生徒の割合
は 45％にものぼり、そのほとんど
が貧困層の子どもです。学校教育へ
の門は開かれましたが、その継続が
大きな課題となっています。2005
年から 2010 年の間で初等教育の過
程を 6 年で修了できた貧困層の生
徒数の割合は貧困層全体の 58％で
した [ 注 2]。
　学校に行かなくなった青少年たち

は働く機会を探しますが、彼らが得
られる仕事は、路上での物売り、荷
物運び、バイクタクシーの運転手、
土木作業員、畑での労働といった、
低賃金で不安定な職種に限られます。
　貧困が壁となって勉強を続ける機
会を失う子どもたちが多くいるこ
と、たとえ職を得たとしても、日々
の努力が報われずに経済的な貧困の
中でやり切れない思いをしている多
くの若者がいること、そしてその 8
割が農村部にいることが、復興 20
年目の現状です。
　しかし、実際に学校に通っている
子どもたちから教えられるのは、こ
のような困難な状況の中でも熱心に
生きる姿勢です。

農村部の小学校を訪問

　5 月の末に農村部の公立小学校
を訪問する機会がありました。そ
こは JIFH のパートナー団体の FH 
Rwanda（飢餓対策機構ルワンダ）
が支援する地域で、舗装された道路
から 1 時間半ほど上ったり下った
りした山奥にあります。その村で暮
らす人々は傾斜地の畑にキャッサバ

芋やサツマイモ、バナナ、マメなど
を植えて自家消費し、余ったものを
市場に売っています。教育や医療へ
のアクセスは困難で、村に共同の水
汲み場がありますが、水道・電気は
ありません。僻地にも関わらず、小
学校には 890 人もの生徒たちが午
前と午後に分かれて勉強しており、
1 年生は 296 人が在籍している一

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

ルワンダ駐在
東アフリカ担当
河合朝子レポート

方で 6 年生は 45 人でした。6 年生
の教室では、すでに高校生くらいの
体つきをしたような生徒たちも勉強
していました。
　前述したルワンダの小学校の一般
的な傾向のように、この地域でも勉
強を続けることは困難で、6 年生に
なるまでに学校を離れる生徒がおそ
らく全国平均以上に多くいるのかも
知れません。それでも、様々な家庭
の問題を抱えながらも学校に通い続
けている現在の 6 年生 45 人は地域
にとっての希望なのではないかと思
わされました。
　1 年生の教室を訪問すると、ほと

んどの生徒が小さな布製の袋を首か
らぶら下げたり、背負ったりしてい
ました。袋の中にはノートが一冊
入っていて、複数の教科をその一冊
に書き写すのだそうです。どこに
行ったらノートが買えるのだろう、
というような山奥の村で、一冊の
ノートを子どもに持たせてくれる人
がいて、そしてそのノートを入れる

ための袋をこしらえてくれる家の人
がいるのだろうと思いました。こう
いう、小さいけれども大切な行為を
通して地域の人たちは教育に希望を
託しているのかも知れません。

ピース国際学校にて

　JIFH が里子支援をするピース国
際学校は創設 4 年目の私立小学校
です。学校には学費を払うことがで

きない貧困層の家庭から来ている子
どもたちと学費を払える家庭の子ど
もたちが一緒に勉強しています。
　そういう様々な家庭環境の違いを
超えて、子どもたちが日々成長して
いることを私は身近に接する中で発
見することができます。
　貧しくて授業用のノートを持たせ
てもらえず、授業中ボーっとしてい
る一人の生徒の姿を私はよく目にし
ていました。ある日、その子が宿題
用のノートを取り出して授業の課題
をしていたので覗きに行ってみる
と、周りの生徒と同じようにしっか
り課題をこなしていたのです。授業
中、ノートを持っていないなりにも、
授業を理解しようとしたり、周りの

クラスメートから学んだりしていた
のだと思い、感心しました。また、
別の生徒でいつも積極的に授業に
参加している聡明な子がいました。
最近になって、彼女のお母さんは
HIV/AIDS で身体がすっかり弱く
なっていることを聞きました。家庭
環境と勉強への態度は相関関係にあ
るという先入観を持っていたので、
彼女の積極さと家庭の事情のギャッ
プに驚かされました。
　物質的な充実とか、家庭環境の困
難さとかを超えたところで、自分な
りに学ぼうとする積極的な姿勢が人
を成長させることを、この子たちか
ら学ばされています。

◎　◎　◎　◎　◎
　日々の苦しい生活を強いられてい
る人々にとって、「希望」という言
葉は軽々しく響くように感じます。
しかし、毎日元気に生きている一人
ひとりと接すると、たとえ困難な現
状にあっても希望はあるのだと、希
望はこの子たち一人ひとりなのだと
思わざるを得ません。
　だから、私たちは現状を悲観する
ところで留まらず、小さな一人ひと
りに希望を見て、毎日を熱心に生き
ることが求められているのだと思い
ます。

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　飢餓対策

NEWS
４

世界里親会では、現在バングラデシュ、ウガンダ、ボリビア、ケニアでチャイルド・サポーターを募集（グループでの支援も可）しています。里子一人につき月4,000 円です。ウエブサイトから申込み、クレジットカードもご利用できます。
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JIFHが支援しているピース国際学校（ルワンダ）

ニャンザの子どもたち

  一人ひとりの子どもに   見る希望
貧困という日常の中で

〈参考文献〉
注１．Ministry of  Educat ion (2013) 
Education Statistics yearbook
注２．UNESCO (2012)  EFA Globa l 
Monitoring Report
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  一人ひとりの子どもに   見る希望世界里親会



　2011年3月11日以降、当機構は
仙台を拠点とし、岩手、宮城、福島
で支援活動を続けてきました。宮
城では、気仙沼から山元町まで、
津波被害を受けた地域を北から
南まで回りましたが、その中で集
中的にお手伝いをさせていただい
たのが、亘理町荒浜地区です。

最初の出会い…

　2011年６月に当機構が緊急支
援で派遣していた大工の筒井さん
らが、亘理荒浜港付近で瓦礫の中
から魚網を取り出している漁師の
森敏行さんたちと出会いました。
森さんたちは殆ど手作業で住宅の
残骸や電信柱に絡まった網を取り
除こうとして苦戦しておられまし
た。そこで筒井さんが車に積んで
あったチェンソーなどを使い、一
緒にいたボランティアさんと急遽
この作業を手伝いました。
　その時、森さんたちは津波で港
の近くにあった事務所も自宅も流
出、所有していた３隻の漁船も船
体が大きく破損したり、エンジン
も駄目になったことや、「せめて高
価な網だけは何とか回収したいん
だ」との切実な思いを打ち明けて
くださいました。

　この出会いをきっかけに、東北
事務所では数ヵ月間ボランティア
の方々を森さんの元に派遣しまし
た。皆さんの協力のお蔭で、2011
年秋には、鮭漁を再開することが
できました。大変なご苦労を乗り
越えて、大漁の鮭を手にした森さ
んたちの笑顔が忘れられません。
その後も本格的な漁業再開に向
けて努力をされていた森さんた
ちですが、津波による損害は大き
く、以前の水準に戻るまでには、
どうしても経済的支援が必要でし
た。
　JIFHが津波被害を受けた漁師
を支援していることを知った、海
外協力パートナーである韓国国際
飢餓対策機構（ＫＦＨＩ）と飢餓対
策機構カナダ（ＣＦＨＩ）、カナダの

アライアンス教会（ALLIANCE　
CHURCHES　IN　CANADA)、
国内からは、東大阪中央ロータ
リーの４団体が支援協力を申し出
てくださり、森さんが必要として
いた「真イワシ」用の漁網が、７月
11日に贈呈されました。
　森さんは「震災後、多くの方が
私たちを支援し続けてくださっ
たことで、漁に出られていること
を感謝しています。これからも頑
張っていきます」とお話しくださ
いました。
　ここにも一人、立ち上がり始め
た方々がおられます。たとえ復興
の速度はゆるやかでも一歩の歩み
が、東北を元気にしていきます。

（東北事務所　伊東・加藤）
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●東日本大震災の被災者支援募金を継続しています。郵便振込やウエブサイトからクレジットカードが利用できます

真イワシ用の魚網を贈呈
宮城県亘理町漁師支援

国際協力カレンダー「地球家族」
新しくなります!! 　 ※キングダムビジネスから発売

2015年の国際協力カレンダーは、当機構の編集、
製作による初めての完全オリジナル版です。

被

災
者支援レポー

ト

東日本
大震災

森
漁
業
の
被
災
直
後
の
状
況

津波によりすべての漁船に大きな損傷 港の近くにあった自宅（光司さん）は完全に流出 流された網のゴミ取りをするJIFHボランティア

㈱キングダムビジネス　※JIFHではありません。

〒540-0026　大阪市中央区内本町1-4-12 ＮＰＯビル6階
ＴＥＬ： 06-6755-4877　ＦＡＸ： 06-6755-4888
ウェブ：「キングダムビジネス」で検索､カレンダーお申込みページから
お支払い方法：郵便払込取扱票による後払い
お届け時期：10月初旬から順次発送いたします。
　制作数に限りがありますのでお早めにお申し込みください。

【価格（税込）】

   1部　 1,000円
 10部以上 900円
 50部以上 800円
 100部以上 700円
【送料（税込）】※宅配便
   1部 400円
   2部以上　 800円
（日本国内、１住所のみ届け）

　飢餓・貧困に苦しむ人々、特に子どもたち
の夢がテーマで、当機構が支援をしている
国々の子どもたちが将来にどのような夢を
持っているのか、当機構スタッフが撮影した
写真でお伝えします。皆様のご支援によって
夢や希望を持つことができるようになった子
どもたちの笑顔をご覧ください。
　これらの地域の子どもたちの日々の生活が
支えられ、子どもたちが夢に向かって励むこ
とができますように、皆様の継続したご支援
をお願いいたします。
　制作に際し多くの企業・団体様に広告の形

でご協力を頂いた結果、下記のご購入価格と
なりましたので多数のご注文をお待ちしてお
ります。
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【購入お申込み】

2015年版のテーマは

“I have a dream”

「
僕
の
夢
は
、
音
楽
家
に
な
る
こ
と
」
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